
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
関
―
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ

（東
京
都
）
は
、
今
年
の
夏
休
み
期
間
の
国
内
宿
泊
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
状
況
を
県
別
に
ま
と
め
た
。
県
別
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
５
は
、
１
位

沖
縄
県
（
２
位
大
阪
府
、
３
位
群
馬
県
、
４
位
香
川
県
、
５
位
富
山
県
。
沖
縄
は
離
島
ブ
ー
ム
と
新
設
ホ
テ
ル
人
気
、
大
阪
は
Ｕ
Ｓ
Ｊ
、
群
馬
は
冨
岡
、
香
川
は
四
国
遍
路
人
気
と
分
析
。

す
る
。

詳
細
は
次
の
と
お
り
。

▼
日
時

¨
９
月
１９
日
０
１３
時
３。
分
～
１６
時

３。
分

▼
場
所

¨
高
松
商
工
会
議
所
　
５
階
５
０

１
会
議
室
（高
松
市
番
町
二
―
ニ
ー
一
こ

▼
参
加
費

¨
同
協
会

・
労
働
法
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ミ
ナ
ー
会
員
は
八
五
〇
〇
円
、
会
員

以
外
は
九
五
〇
〇
円
。
い
ず
れ
も
資
料

代
等
含
む

▼
対
象

¨
経
営
者

・
経
営
幹
部

・
労
務

・

総
務
部
門
の
管
理
者
や
担
当
者
、
企
業

を
指
導
す
る
社
会
保
険
労
務
士
な
ど

※
申
込
書
の
入
手
や
支
払
い
方
法
等
の
詳

細
は
次
に
問
い
合
わ
せ

′
〇
八
七
―
八
二
一
―
四
六
九

一

（香
川
県
経
営
者
協
会
）

香
川
県
経
営
者
協
会

（高
松
市
番
町
）
は

こ
の
ほ
ど
、
労
働
法
実
践

セ
ミ
ナ
ー
を
開

講
師
に
は
、
労
働
法
務
に
詳
し
い
弁
護

士
の
木
下
潮
音
氏

（第
一
芙
蓉
法
律
事
務

所
）
を
招
く
。

テ
ー
マ
は

「問
題
社
員
に
悩
ま
さ
れ
な

い
た
め
の
採
用
実
務
Ｈ
」
と
し
、勤
務
態
度

不
良
な
ど
問
題
を
抱
え
る
社
員
の
採
用
を

水
際
で
防
ぎ
、
良
い
人
材
の
獲
得
を
目
指

す
面
接
・
採
用
試
験
等
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
明
快
に
解
説
す
る
。

加
工
技
術
を

一
堂
に
集
め
た
展
示
会

『機
械
要
素
技
術
展
』
に
初
出
展

設
備
不
具
合
の
原
因
を
追
求
す
る
高
速
モ
ー
シ
ョ
ン
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど

脚
コ
ヤ
マ
・
シ
ス
テ
ム

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
の
帥
コ
ヤ
マ
・
シ

ス
テ
ム
（高
松
市
林
町
　
小
山
敏
則
社
長
）

は
先
頃
６
月
２５
日
～
２７
日
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
（東
京
都
江
東
区
）
で
あ
っ
た
「第

・８
回
機
械
要
素
技
術
展
」
に
、自
社
で
開
発

し
た
ソ
フ
ト
を
使
う

「高
速
モ
ー
シ
ョ
ン

レ
コ
ー
ダ
ー

合″
ざ
目
ｏ
　
マ
ド
と
な
ど
を

出
展
し
た
。
県
内
か
ら
１０
社
が
出
展
し
た

な
か
、
同
社
が
こ
の
展
示
会
に
出
展
す
る

の
は
今
回
は
じ
め
て
。

同
展
示
会
に
出
展
し
た
高
速
モ
ー
シ
ョ

ン
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
工
場
な
ど
の
ラ
イ
ン

生
産
に
お
い
て
不
具
合
が
発
生
し
た
場

厨
RO(▲MoMA

溶接火花を
キャッチ :

合
、
そ
の
原
因
を
徹
底
的
に
追
求
で
き
る

と
い
う
画
期
的
な
分
析
装
置
。

こ
の
装
置
は
、
市
販
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
に
、
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
を
接
続
し

て
使
用
。
事
象
発
生
前
後
６。
秒
間
の
画
像

を
６。
分
録
画
が
可
能
で
、
１
秒
間
に
２６。
コ

マ
の
高
速
録
画
で
動
き
を
撮
影
で
き
る
。

そ
の
録
画
中
の
映
像
は
パ
ソ
コ
ン
画
面
に

ラ
イ
ブ
表
示
さ
れ
る
仕
組
み
。

同
装
置
を
導
入
す
れ
ば
ラ
イ
ン
生
産
で

の
直
接
原
因
を
特
定
で
き
る
ほ
か
、
持
ち

運
び
も
し
や
す
い
た
め
、
不
具
合
が
生
じ

そ
う
な
各
場
所
に
移
動
さ
せ
て
そ
の
都

度
、
設
置
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、画
像
処
理
に
よ
る
寸
法
計
測
、位

置
判
定
、面
積
判
定
、
カ
ウ
ン
タ
処
理
な
ど

に
も
対
応
。
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
電

子
部
品
レ
ー
ザ
溶
接
工
程
に
採
用
さ
れ
、

中
小
企
業
の
生
産
工
場
や
、
部
品
メ
ー
カ

ー
の
工
場
な
ど
に
も
幅
広
く
導
入
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
価
格
は

一
八
〇
万
円
。

こ
の
ほ
か
今
年
５
月
２７
日
～
３。
日
、
同

じ
く
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
あ
っ
た
ア
ジ

貯
薦

Ｊ
町

を
出
展
し
た
。

同
製
品
は
、
破
砕

機
で
砕
い
た
金
属
片

（基
板
片
）
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
片
を
瞬
時
に

選
別
し
、
分
別
で
き

る
と
い
う
も
の
。
廃

品
と
し
て
回
収
し
て

き
た
小
型
家
電
な
ど

を
破
砕
し
た
場
合
、

金
属
片
と
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
片
が
混
在
。
そ
の
分
別
は
困
難
と
さ

れ
て
き
た
が
、
こ
の
製
品
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
金
属
片
の
回
収
純
度
を
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
で
に
県
内
の

リ
サ
イ
ク
ル
会
社
１
社
に
導
入
し
て
い

て
、
効
率
性
か
ら
人
員
の
削
減
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
。
価
格
は
七
五
〇
万

円
。小
山
社
長
は
、
「こ
れ
ま
で
開
発
し
て
き

た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
ど
れ
も
顧
客
の
声
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
ば
か
り
。
今
後
も
市
場

に
マ
ッ
チ
し
た
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
通
じ

て
社
会
に
貢
献
し
た
い
ご

と
話
し
て
い

Ｚり
。同
社
は
、平
成
２２
年
に
立
ち
上
げ
た
「四

国
Ｉ
Ｔ
協
同
組
合
」
の
一
員
。
四
国
４
県
か

ら
各
県
１
社
ず
つ
、
４
社
で
構
成
。単
独
で

は
対
応
で
き
な
か
っ
た
問
題
に
対
し
、
各

社
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
ね
ら
い
。
″共
同
受
注
シ
ス
テ
ム

の
構
築
〃
を
目
指
し
て
い
る
。

´
〇
八
七
―
八
六
七
―
二
七
二
一

″労
働
法
実
践
セ
ミ
ナ
ー
〃を開
催

あ

っ
て

お
け
与
し

寸

３
ヒ

ｔ

，

ヒ

つ
た
わ
３
ね

rr/香川銀行

地域とともにこれからも。
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